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急速脳冷却法の開発（1999-2000
奨励研究（A））

N-アセチルシステインが脳虚血障
害後のミトコンドリア機能に及ぼす
影響（2001-2002　基盤研究（C））

コバルトイオンが脳虚血後のミト
コンドリア機能に及ぼす保護効果
（2004-2005　基盤研究（C））

脳表のNADH自家蛍光を用いた脳
虚血監視モニターの開発（2014-
2016　基盤研究（B））

脳の血流が悪くなり、酸素や栄養が不足している状態
を脳虚血という。心停止に陥いると脳虚血が引き起こ
される。一刻も早く血流を回復させないと、神経細胞
が死滅して蘇生しても重い後遺症が残ってしまう恐れ
がある。

こういった障害を防ぐには体温を下げる低体温療法が
有効である。早い段階から開始すると更に大きな効果
が期待できる。しかし、全身の体温を下げる従来の方
法では心拍が再開してからでないと体温を下げること
ができなかった。

脳へと続く動脈は喉のすぐ横を走行することに着目
し、喉を冷やして脳を効率的に冷却する方法を考案し
た。この手法をもとに、医療機器メーカーと共同で、
世界で初めて蘇生時に脳を保護する咽頭冷却装置の開
発に成功した。

口から喉へ柔らかい風船状の物（咽頭冷却カフ）を挿
入し５℃の冷却水を循環させる。これにより、心拍の
再開前から脳を急速に冷却し、心臓や肺に悪影響を与
えることなく脳のダメージを軽減することができる。

既に製造販売承認を受け、臨床の現場で利用可能に
なった。現在は、蘇生の現場で使用可能な小型装置の
開発に取り組んでいる。
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新商品の効果を考慮した
消費者購買指数と単価指数の開発
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年齢間所得格差を用いた家計消費行動
と消費格差・リスクシェアリングの実
証分析（2006-2008 若手研究（B））

日次マーケティングデータに基づく家
計消費・労働供給の分析（2009-2013
若手研究（S））

POSデータを活用した家計別物価水準
の計測と家計消費行動の分析（2015-
2018 基盤研究（A））

常に変化する経済全体の現状を把握するために、
広範囲かつ精度の高い経済指標への需要が高まっ
ているが、経済全体の動向を反映する高精度な統
計データとなると、公表に時間がかかる問題が
あった。

そこで、いつ・どこで・なにが・いくつ・いくら
で売れたのかをあらわすPOSデータを、マーケ
ティングリサーチ会社及び業界団体と連携するこ
とで、様々な業態の全国約4000店舗から収集し、
家計の購買行動の実態を把握することを目的に、
SRI一橋大学消費者購買指数を開発した。

これは、消費者の支出・購買価格・購買数量の分
析だけでなく、新規取扱商品・既存商品・取扱中
止商品の支出を区別することによって、商品入れ
替えの効果も分析できる。さらに、その後開発し
たSRI一橋大学単価指数では、新規取扱商品と取
扱中止商品の価格変化の分析も可能となった。こ
れにより、これまで計測が難しかった新商品効果
が考慮できる。

これらの指数は迅速な算出が可能で、２週間前の
指数データを無償で公開し、毎週更新している。
地域別、業態別の指数も公表しており、企業の経
営だけでなく、行政施策にも役立つことが期待さ
れる。

インテージ・一橋大学・新日本スー
パーマーケット協会共同「流通・消費・
経済指標開発プロジェクト」（2014-）

図１　乖離の進む単価指数と標準的な価格指数
　　　 2013年秋、特に消費税率改定以降、単価指

数と標準的な価格指数の乖離が大きくなっ
ている。

図２　 単価指数の変動要因分解
　　　 灰色の領域が割高な新商品の影響、水

色は主に特売の影響を反映している。
近年の単価指数と標準的な価格指数間
の乖離の背景には近年、特売の重要性
が低下し、逆に新商品投入が増加して
いることがわかる。

一橋大学経済社会リスク研究機構（左）およ
びインテージ社（右）のウェブサイトから無
償でダウンロードできる。

図１　 アイスクリームを急いで食べると頭痛
が起こることがある。同じ仕組みで脳
を急速に冷却する。

図２　 咽頭冷却カフ（左上）を喉に挿入し
（下）、冷却水灌流装置（右上）で５℃
の冷却水を循環させる。心臓に負担
無く、脳を急速に冷却する。
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